卒業論文執筆に関して

「クチコミ」の時代を考える―ラベルとしての「クチコミ」―

                       (ご連絡は、鹿児島大学教員桜井芳生

　　　　　　　　　　　　sakurai.yoshio@nifty.com

　　　　　　　　　　　　http://homepage3.nifty.com/sakuraiyoshio/

　　　　　　　　　　　　に、およせください。）
◆原稿

　最終総原稿数36枚（約36000文字）

　・最終段階になって文字数はかなり増えましたが、文字数の不安は早めに解消した

かった。

　・私は、ワークショップ等の発表を土台にしていました。しかし、古い原稿は執筆

時に違和感を持つ時があります。そのような時は、あえて削るのも手です。

　・一週間から二週間に一度は、自分の原稿を全部一通り読みました。

　論文構造設計表の部分と内容が重なりますが、私は、論文構造設計表を文章にする

形で原稿を仕上げていったので、とにかく文章化してみること、期間をあけずに手を

動かし、書き続けることが大事です。

◆論文構造設計表

　面談開始時からずっと書き続けてはいましたが、なかなか手を加えたりしませんで

した。しかし、私の卒論において一番の助けになったのが論文構造設計表です。卒論

執筆中、毎回の面談の度に、論文構造設計表を練り直すのは大変だったので、せめて

以下のことは繰り返しました。

　・桜井先生との面談で論文構造設計表に触れた日には、必ずその日の内に面談時の

内容を反映した新しい論文構造設計表を作り直すか、手を加える。

・自分なりに考え付いたことは、必ず論文構造設計表に入れ込んでおく。考えを文章

にしておくことは原稿を書く際に役立ちました。実際、12月の前半から、論文構造設

計表を文章化していったところ、構造や内容がスムーズにまとまり、結果的にそれま

での原稿から論文構造設計表を文章化していった原稿に切り替えて手を加えていき、

卒業論文として提出しました。

　・卒論の締め切りが迫る時期には、論文構造設計表を原稿の内容に構造上のずれが

ないか確認するために利用しました。

　原稿といかに密接に関連させていくかで、論文構造設計表はとても有効に利用でき

ます。

◆題目・目次

　題目に関しては、題目提出時にまだ内容が固定していなかったので、内容の変更に

も対応できるように、当り障りのないものを考えました。卒論提出時にサブタイトル

を付け、内容と結論を示し、インパクトを足しました。目次は、卒論の構成や内容に

直結し、それを一目で示すもののため、最後まで迷いました。結局、凝ったものよ

り、短く簡潔に章や節の内容を示すようにしました。

◆文献・資料

・鹿大図書館・県立図書館・市立図書館・国立国会図書館・アマゾン・ブックオフ・

Yahoo!オークションを主に利用。

　・文献・資料のリストは常に更新し続けた。

　文献収集に関しては、鹿大図書館・県立図書館・市立図書館を利用しました。(鹿

大図書館の地下2階には学術雑誌のバックナンバーが意外に揃っています)　また、イ

ンターネットで国立国会図書館の検索機能も利用。特に、国立国会図書館の資料に関

しては、鹿大図書館のホームページから簡単に取り寄せができます。実際、雑誌の記

事を取り寄せましたが、届くのは早かったです。また、私の場合、大量の女性雑誌が

資料として必要でした。その際に利用したのが、ブックオフです。(鹿児島市内の大

手の古本屋で雑誌関係を扱っているのは、ブックオフだけ)また、意外に活用できた

のが「Yahoo!オークション」の書籍・雑誌のカテゴリーです。（Yahoo!のプレミアム

会員にならないと、オークションには参加できません）それなりに費用(雑誌1冊送料

込で約1,000円程度)はかかりましたが、ライバルになるような落札者などもいないの

で、比較的楽に入手できました。

　文献・資料のリストに関しては、常に新しいものを手にしたら更新しておかないと

苦労します。特に利用した文献・資料ならページまで書いておくほうが良いです。

◆社会調査

　私は社会調査をしなかったのでなんともいえませんが、アンケートや取材などは早

めの計画立てが重要です。

◆その他

　・題目発表会、構想発表会、中間発表会では、メディアの先生方の御指導や御意見

を受けることができる大事な機会です。気になった事などは、各先生に質問に行きま

した。また、３つの発表会で指摘された内容や問題が、結局、最後の試問会まで指摘

されました。

　・試問会の準備は特別なことはせず、自分の論文を読み込みました。自分の言葉

で、簡潔に結論を説明できるように準備しました。
